
作品から受けたインスピ

レーションをさらに作品として自己表現 

鑑賞授業開始 

美術館職員による 

作品解説 

 

触れる立体作品もありました 

昼休みも大盛況 

 

 

多治見高校にて「スクールミュージアム」 開催 

平成２９年１１月１６日（木）、１０：５０～１６：１５ 岐阜県美術館が毎年県内

の学校と連携を図り、教室に美術館と同じ環境をつくって所蔵作品鑑賞ができる「ス

クールミュージアム」が、本校を会場に開催されました。外光を遮断した会議室には、

版画・日本画(水彩)・洋画の５作品が特設壁面・美術品専用照明により設置され、ま

さしく美術館の空間に。桔梗会館にも２点の立体作品が展示されました。美術館職員

の解説を聴きながらの作品鑑賞は、作品を観る視点がぐっと広がり理解も深まります。

さらに今回は、作品をただ観るだけでなく、観て自分が感じたものを作品として表現

する参加型鑑賞を取り入れ、１年生の芸術の鑑賞授業として楽しみながら取り組むこ

ともできました。また、美術館職員の方もビックリされるほど、昼休み等の限られた

時間を利用して２・３年生の多くの生徒が来場していました。本校のイチョウ並木も

黄金色に染まる中、１日だけでしたが芸術の秋にピッタリの行事でした。また、この

企画は朝日・中日・岐阜新聞にも掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


